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鉄の生体内動態の構造生物学的研究

鉄 Fe は全ての生物にとって生存に必須の金属元素

であり、錯体やイオンの形で酵素・タンパク質の活性中

心に存在し、さまざまな生体内反応に関与している。病

原菌においてはその感染・増殖に必要な鉄を、感染宿主

の赤血球ヘモグロビンのヘム（鉄ポルフィリン錯体）を

奪取することにより得ている。その際には、ヘムを細胞

内に取り込むタンパク質（ヘムインポーター）、ヘムの濃

度を感知するヘム濃度センサータンパク質、ヘムから鉄

を取り出す酵素（ヘムオキシゲナーゼ、ビリベルジン還

元酵素）、過剰なヘムを細胞外に排出するタンパク質（ヘ

ムエクスポーター）が協調的に機能している（図）。我々

はこれら全てのタンパク質の構造を明らかにしてきたが、

講演ではその中で以下の二点に関して紹介する。

・ ヘム結合に伴う、ヘム濃度センサータンパク質の構造

変化の詳細。 

・ ATP の加水分解エネルギーを活用して、ヘム膜輸送

を行うヘムインポーターの構造の動き（動的構造）の解

明を目指した準備状況。
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図 病原菌のヘム奪取に関与するいくつ

かのタンパク質の結晶構造 


